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研究成果の概要（和文）：本研究では、eポートフォリオ、SNS、LMSといった複数システムのデータにもとづいて、学
習履歴を多面的に分析する方法について検討した。LMSの学習履歴とIRデータ（具体的には学習意識調査アンケート）
を融合させた分析や、SNSの学修コミュニティのネットワーク分析を試み、異なった種類のシステムが学習者の行動や
状態、学習のさまざまな側面についての情報をもたらしてくれることが明らかになった。しかし、これらをどのように
連携させればよいかまではまだ明らかになっておらず、これは今後の課題である。

研究成果の概要（英文）：In this research we discussed about learning analytical methods to investigate 
learner's tracking data, which are obtained from e-portfolios, SNS, LMS etc, from various aspects. We 
have tried to analyze data which integrate the learning tracking data of LMS and IR data, for example, a 
survey on willingness about learning. And we have also tried to analyse the behavior of learner's 
community by complex network analysis method. And we have clarified that different type of system will 
bring the information about learner's behavior and state, and about learning itself. However it is not 
clarified how we can associate these multi-source learning data, and it is future problem.

研究分野： 教育工学
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１．研究開始当初の背景 
 電子教材提示機能やオンラインテスト機
能、 電子掲示版機能などを統合した LMS 
を導入した場合、それらの機能へのアクセス
履歴やテスト点数、投稿メッセージなどさま
ざまな データがシステム上に蓄積されてい
く。これらのデータは学生の学習行動や授業
の進行状況をある面から表現するものであ
り、その内容を適切に把握して授業へフィー
ドバックすることにより授業改善が期待で
きる。 
 われわれは学習履歴を可視化し、教育改善
に利用するシステム VisP の構築を行ってき
た。 
 欧米ではこの分野は  Educational Data 
Mining (EDM) として知られており、EDM 
の国際会議も今年で第 4 回を迎えている。
また、 Educause Learning Initiative が出
している  2011 年度版の  The Horizon 
Report によると、4~ 5 年先に重要になる技
術として「Learning Analytics」をあげてい
るが、これは学習履歴を可視化・分析するこ
とにより教育改善をはかっていくというこ
とを目的にし ている。 
 ただ、EDM にしろ Learning Analytics 
にしろ、当面の目標は、これらの結果を教員
に提供することにより教育改善をはかるこ
とを意図している。この試みを越えて、学習
履歴の可視化・分析結果を、学習者にフィー
ドバックすることにより、学習者自らが自分
の学習プロセスを振り返り、より深い学習を
引き起こすためのツールとして、EDM や 
Learning Analytics を利用できないかとい
うのが、本研究の狙いである。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、学習者向けの学習履歴の可視
化に関して研究を行い、学習者がより深く学
んだり、モチベーションを高く保つために必
要な学習履歴情報と、その可視化の方法を明
らかにしたい。本研究実施期間においては、
下記のことを目標とする。 
 
(1) 学生に可視化情報を提示する仕組みの
構築 
学生の日々のネットワーク上の生活におい
て、 柔軟に可視化情報を提示できる仕組み
が必要である。例えば、授業で使っている 
LMS のホームページに表示する、教員のブ
ログに表示する、学生の個人ポータルに表示
するなどさまざまな 利用形態が考えられる。
これらに対応できるよう、認証付きの Web 
サービスとして可視化情報を提供できるよ
うな仕組みを、VisP を改造して構築する。 
 
(2) 学生のための可視化情報の検討 
どのような情報が学生にとって有益なのか、
またどのような形で提示すればわかりやす
いのかを明らかにしたい。もちろんこれを一
般的な形で明らかにすることは困難である

が、実際の授業に関連した可視化を実践して
いくなかで、可視化の有益さの評価方法の検
討も含めて事例を 一つでも多く収集し、そ
の効果を検証する。 
 
３．研究の方法 
現在までの研究において設計した授業可視
化プラットフォームは、図 1のような構造に
なっている。 

 
図 1中の白抜き文字で示している項目が、シ
ステムの構成要素である。システム本体は 
Moodle ブロックモジュールとして作成して
いるため、利用者はそれぞれの CMS で授業を
行った後、可視化作業を Moodle を通して使
う事になる。このシステムを改良し、学生へ
可視化結果を提示するのに適した機能を追
加する。そのために必要な作業は下記のとお
り。 
 
■データベースモジュールの充実 
 本システムでは、それぞれの LMS のデー
タベースへ直接アクセスし、汎用のデータに
変換して図 1 の「VisP テーブル」に保存す
る。 これまでのところ、Blackboard LS と 
Moodle の一部のデータにしか対応していな
いので、この対応範囲を広げる作業を行う。 
 
■学生に可視化情報を提示する仕組みの構
築 
 これまでに構築したシステムは、図 1 の 
Moodle にログインしなければ可視化の結果
が得られないものだった。学生に情報を提供
する場合には、別システム利用時にも可視化
結果参照できることが望ましい。そのために
は下記のことを検討し、構築を行う。 
(1) 認証連携 
 本システムは、学習管理システムのデータ
を 扱うシステムであるので、一定のアクセ
ス制限は必ず必要である。しかし、学生が手
軽に 情報を得るためには、別システムの認
証と連携する形態が使いやすい。この種の認
証連携には、CAS や Shibboleth などの認証
基盤や OAuth、OpenID といった認証委譲な
どいく つかの仕組みがあるが、これらのう
ち最適なものを検討して実装する。 
(2) 可視化情報提供 API の開発 
 認証後に、可視化情報を取得する際に、ど
の授業のどのタイプの可視化結果かを選択



す る 必 要 が あ る 。 そ の た め の  API 
(Application Program Interface) を作成す
る。これにより、 学生が利用している Web ペ
ージへ可視化情報を埋め込んだりすること
が可能となる。認証連携や可視化情報提供 
API の構築がうまくできない場合には、画像
の URL として複雑なものを利用する、また
リファラー登録制など、もう少し古典的な方
法を検討する。 
 
 次に、「学生のための可視化情報」の検討
を行う。これは実際の授業を使っておこなう。
授業の進行方法と LMS の利用方法には多く
の可能性があるので、最初の段階では授業に
合わせた可視化モジュールの開発から始め
る。 
(1) LMS 上の活動に合わせた可視化モジュー
ルを複数作成 
(2) 学生への提示方法。複数の経路を使用。 
(3) 学生からの評価 
というサイクルを一つの授業について数回
繰り返し、どんな効果がみられるか、どの方
法が効果が高いのか検討を行っていく。これ
により得られた知見は、学会研究会などで公
表するとともに、VisP の Web サイトを使っ
て教員間で共有できる。これと同時にデータ
ベースモジュールと可視化モジュールの開
発を続け、多くの授業で利用できるような環
境を整えていく。 
 
４．研究成果 
 初年度（平成 24 年度）の研究計画は 1.授
業可視化プラットホーム VisP の拡張(a.デ
ータベース連携機能の拡充 b.他システムと
の連携機能の開 発)ならびに 2.学生のため
の可視化情報の検討であった。 
 1a のデータベース連携機能の拡充に関し
ては、e ポートフォリオシステムへの対応を
中心に実施した。e ポートフォリオシステム
は 現在急速に利用が広がりつつあるツール
で、授業だけでなく学習者個人に焦点をあて
たシステムであり、本研究の目的である「学
習者に有用な可視化」という観点からもその
対応は必要なものである。取りかかりの具体
システムとして、オープンソースで国内でも
広く利用が進みつつある Mahara を対象に、
利用の形態やデータベースの構造などを考
慮し、データ連携のための開発に着手した。 
 1b の他システムとの連携機能の開発につ
いては、一般的に利用されている認証連携シ
ステムである Shibboleth や OAuth の調査
を開始した。 2 の学生ための可視化情報の検
討については、掲示板への書き込みなど学生
相互のやりとりを複雑ネットワークの手法
を用いて分析し、その結果を可視化すること
を検討した。具体的には、社会資本の概念を
ネットワークへ導入し分析を精緻化するこ
とを検討した。 
 平成 25 年度は、交付申請書に記載した三
つの研究目的「1.授業可視化プラットフォー

ムの完成」「2.授業可視化プラットフォーム
の公開とコミュニティ公開」「3.授業可視化
プラットフォームの拡張」のうち 3について
主に実施した。LMS での学習履歴の分析から
始まった本研究を、e ポートフォリオや SNS
へ拡張を試みた。交付申請書では、研究代表
者はSNS/eポートフォリオの実践をしないこ
とになっているが、広島大学で運用する eポ
ートフォリオの管理に関わることになった
ため、計画を変更した。 
 まず、オープンソースの eポートフォリオ
システムである Mahara での、学生の学習記
録（活動記録）のデータの保存形式について
調査し、可視化手法としてどのようなものが
適切であるかを検討した。e ポートフォリオ
においては、LMS のテストなどのように教員
から数値で客観的に評価される要素がほと
んどなく、学生自身が保存した成果物の数や
量、コメントの数、また学生の活動の頻度な
どを示す数値が主要なものとなる。この場合、
因果関係を探るような可視化ではなく、全体
を俯瞰し自己の位置を確認できるような可
視化が有効である。 
 最終年度は、e ポートフォリオデータの可
視化についての検討を行い、いくつかの試作
を行った。学生自身の学修状況を可視化して
本人に提示するものとして、e ポートフォリ
オシステムが適していることがわかった。学
生がeポートフォリオで入力したデータを可
視化するだけではなく、LMS や SIS 由来のデ
ータも統合して可視化できると良い、そのた
めのシステム連携について検討をはじめた。
実装については今後の課題である。 
 さらに、eポートフォリオ、SNS、LMS とい
った複数システムのデータにもとづいて、学
習履歴を多面的に分析する方法について検
討した。LMS の学習履歴と IR データ（具体的
には学生意識調査アンケート）を融合させた
分析や、SNS の学習コミュニティのネットワ
ーク分析を試み、異なった種類のシステムが
学習者の行動や状態、学習のさまざまな側面
についての情報をもたらしてくれることが
明らかになった。しかし、これらをどのよう
に連携させればよいかまではまだ明らかに
なっておらず、これは今後の課題である。 
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